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　一般財団法人 伝統的工芸品産業振興協会（伝産協会）は、モノ作り日本を代表する伝統的工芸品の美しさや

匠の技で作られる逸品を、世界中の皆様に紹介する絶好の機会とすべく、「アンビエンテ」への２回目の出展

を決定いたしました。

　伝産協会は2014年2月より、ヨーロッパ２大海外見本市である「アンビエンテ」と「メゾン・エ・オブジェ」

において、DENSANブランドの訴求と価値形成に務めて参りました。昨今では、伝統にとらわれすぎず、デザ

イン性、品質など、世界の求める要素を取り入れた伝統的工芸品も登場し、現代生活に彩りを添えています。

伝産協会は、そうした新しい潮流を汲んだ伝統的工芸品を「DENSAN」ブランドとしてアンビエンテで広く世界

に訴求し、多様な文化の中で取り入れられることを目指しています。

　今回は、Galleria 0. A04、A05のブースにて「現代生活の中で活きるDENSAN～和食にまつわる伝統的工芸品

とその文化」をテーマに、日本各地の21社の作品をご紹介いたします。ユネスコの無形文化遺産でもある「和食」

の文化と風景の中で活きる日本の伝統的工芸品の良さをお伝えし、それらを作り出す多くの産地を広くヨーロッ

パのマーケット、バイヤー、メディアなどにご紹介できればと思っております。　

　皆様のご来場をお待ち申し上げております。

[テーマ ]　

① 現代生活の中で活きるDENSAN

一般財団法人 伝統的工芸品産業振興協会は、2015年2月13日から17日まで、ドイツ・フランク
フルトで開催される世界最大級の消費財見本市「アンビエンテ2015」に出展いたします。

伝統にとらわれすぎず、世界が今求めている「日本らしさ」（歴史や伝統、高品質、優れたデザイン性、

優れた技術、地域性、安全性）を取り入れた伝統的工芸品を「DENSAN」ブランドとして訴求

ハイエンドから日常使いまで、現代生活の中で活きるDENSAN商品を紹介することで次のラグジュアリーの

あり方を提案する

※貴メディアでの情報掲載をよろしくお願い申し上げます。

アンビエンテ2015  出展のお知らせ
DENSAN（一般財団法人 伝統的工芸品産業振興協会）



＜DENSAN　出展概要＞

■ 見本市名： Ambiente アンビエンテ / 国際消費財見本市

■ 開催期間：2015年2月13日（金）～17日（火）　5日間

■ 会　　場：ドイツ・フランクフルト国際見本市会場
 　　  Ludwig-Erhard-Anlage 1, 60327 Frankfurt am Main, Germany
 　　  https://ambiente.messefrankfurt.com/

■ 出展ブース：Galleria 0. A04, A05
 　　 “DENSAN for Everyday life - In the scenery of Modern Japanese Cuisine - ”

■ 参加団体名・展示工芸品名：

滋賀県麻織物工業協同組合（近江上布）

有限会社陶庫（益子焼）

株式会社つかもと（益子焼）

小川秀蔵（備前焼）

有限会社平戸洸祥団右ヱ門窯（三川内焼）

株式会社関美工堂（会津塗）

天野漆器株式会社（高岡漆器）

有限会社畑漆器店（山中漆器）

けやき工房　カネキン小椋製盆所（南木曽ろくろ細工）

森木箱店（京指物）

奈良県高山茶筌生産協同組合（高山茶筌）

有限会社鋳心ノ工房（山形鋳物）

有限会社シマタニ昇龍工房（高岡銅器）

株式会社竹中銅器（高岡銅器）

池田鍛錬所（堺打刃物）

谷口・青谷和紙株式会社（因州和紙）

阿波手漉和紙商工業協同組合（阿波和紙）

広島筆産業株式会社（熊野筆）

有限会社瑞穂（熊野筆）

株式会社東京松屋（江戸からかみ）

廣田硝子株式会社（江戸切子）

＜参考出品＞

太陽漆器株式会社（会津塗）

中田漆木（香川漆器）

合資会社経徳製作所（樺細工）

■ 会場デザイン：萬代基介（萬代基介建築設計事務所）

■ グラフィックデザイン：GAIMGRAPHICS

一般財団法人 伝統的工芸品産業振興協会とは

　一般財団法人 伝統的工芸品産業振興協会は、日本の伝統的工芸品産業を振興するため1975年に経済産業省

の支援を受けて設立されました。日本各地には陶磁器、漆器、染織、和紙など多様な工芸品があり、なかでも

経済産業大臣の指定を受けている伝統的工芸品は現在219品目に亘ります。当協会は、各種事業を通して全国

の伝統的工芸品産業の振興を図るとともに、産地と使い手をつなげる「伝統工芸 青山スクエア」（東京都港区

赤坂8-1-22　赤坂王子ビル １F）を運営しています。

http://kougeihin.jp/

② 和食のコンテクストで楽しむ伝統的工芸品とその文化

ユネスコ無形文化遺産として指定されている「和食」は海外でも広く認知され、特に知的に成熟し、洗練され

た感性を持つヘルシー志向の人々から支持を集めています。今回は伝統工芸品を用いて「現代和食文化のある

風景」をプレゼンテーションし、「和食」を通した伝統的工芸品の紹介で親しみを持っていただきたいと考え

ております。
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滋賀県麻織物工業協同組合
「リネンのランチョンマット、
近江上布ランチョンマットホルダー、
麻ふきん」近江上布

シマタニ昇龍工房
「すずがみ」高岡銅器

瑞穂「SUVÉシリーズ」熊野筆

畑漆器店
「col.シリーズ　'BORDER'」
山中漆器

＜プレス用写真について＞

下記の写真をプレス用としてご用意しております。また、「DENSAN」のロゴマークもご用意しております。

プレス写真やその他のデータが必要な際は、プレス担当までお問合せください。
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プレスに関する問い合わせ先：

株式会社TRUNK（担当： 出口、清武）
〒107-0062 東京都港区南青山 2-26-32 セイザン1 1002

E-mail: infor.trunk@nifty.com

TEL: 03-6804-1261  FAX: 03-3403-2360

主催者問い合わせ先：

一般財団法人 伝統的工芸品産業振興協会（担当： 宮本、小林）
〒107-0052 東京都港区赤坂 8-1-22 赤坂王子ビル

E-mail: kikaku@kougei.or.jp

TEL: 03-5785-1001  FAX: 03-5785-1002

関美工堂「'NODATE MUG'、
'Kobukusa'」会津塗

森木箱店
「'KEI'　木製キッチンウェア」
京指物

鋳心ノ工房
「鉄瓶」山形鋳物

池田鍛錬所
堺打刃物


